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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。これは、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー型の神経膜タンパク質であり、細胞接着分子として機能します。発達中の神経系における軸索結合の形成に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年1月],機能：コンタクチンは、神経系の発達において細胞表面相互作用を媒介します。NOTCH1のリガンドとして作用することで、オリゴデンドロサイトの生成に関与します。NOTCH1との結合により、放出されたノッチ細胞内ドメイン（NICD）を介してNOTCH1の活性化が促進され、核への移行が促進されます。運動協調に関与します。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。コンタクチンファミリー。,類似性：4つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,類似性：6つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,組織特異性：神経系で発現。小脳で高発現。視床、視床下核で中程度の発現。脳梁、尾状核、脊髄で弱発現。,
	研究分野
	-
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	CNTN6抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCNTN6ペプチドでブロックされている。
	

	CNTN6 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

